
第4回(5月25日)アジアビジネスセミナー(東京)

～中国でのビジネスを考えている貴方に～

中国パワーがアジアを席巻する

　　　　　  ◆中国進出への足がかり

　　　　　  ◆中国経済の現状

　　　　　  ◆日中M&A・業務提携

◆中 産権交 所 活

中国パワーがアジアを席巻する

　　　　  　◆進出企業の実態は

　　　　　  ◆中国の産権交易所の活用

　　　　　  ◆進出企業の撤退について

　　　　　  ◆実務での留意点・・・など

中国パワーがアジアを席巻する

㈶アジアビジネス再生支援機構

代表理事 川村 忠隆

みらいコンサルティンググループ

代表 久保 光雄

世界経済が低迷している中 現在 高度経済成長期の日本をも凌ぐ「中国の経済発展」 この
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世界経済が低迷している中、現在、高度経済成長期の日本をも凌ぐ「中国の経済発展」。この

市況の下、脅威に思える事象が、日本経済の再建にとってはまたとない「チャンス」なのです。

ただ、あまりにも多くの情報が錯綜する中、理想と現実の「差」が見えていないことに起因するト

ラブルが後を絶たず、その処理に多大な労力を費やされておられるケースが見られます。

中国への企業進出や販路拡大などをお考えの皆様、またすでに進出をされている企業の

撤退についてお考えの皆様には、ぜひこの機会をご利用くださいませ。
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日 時：第5回 5月25日(水)14：00～16：00

会 場：東京都千代田区霞が関3丁目2番5号

霞が関ビル4F

みらいコンサルティング㈱内 会議室

定 員：20名(完全予約制です)
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※ご質問がございましたら、予めMAILにて質問事項をお

送りいただければ幸いです。
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Ｅ-mail 参加日

参加申込書

会社名 住所

お名前

東京　第4回5月25日(水)

■　お問い合わせ

　ＴＥＬ 03-3502-3094
http://www.asia-saisei.org/ 　ＦＡＸ 03-3519-3971

　Ｅ-ｍａｉｌ baku@miraic.jp
　担当 ： 莫　健潔　　　

http://www.miraic.jp

一般財団法人アジアビジネス再生支援機構主催：

共催：
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